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　　　　天文資料保井春海L弓丈分野之圖］の寄贈について

r
｝　　　　　　寄附採納願

」撤分蹴圖　　萱車由
｛右之融宅鳥隊1・蹴勘・・有之候齢曝斌塵勝欝｝
1　　として寄附仕度候付御探納被下度此段御願申上候也

｛　　　　　　　　　　　　　　　愛知町名古屋市西医北野町三丁目一番地

　　　　昭和九年＋刀＋五口　　　鳥居常雄㊥
1京都花山天職長・図・一清殿
L　　　　　一．．一　』　．一一一一．＿．一．．．．．．．．一．一．．　．一．一　．一…．．＿＿＿．一．一＿．一＿一

　　　　　　　天文分野之圖奮附者の身分及羅先の略歴

一寄．阻者の身分

寄附者鳥居常雄は奮尾張藩士の子にして明治九年名古屋に出生す．官退役

陸軍工兵少尉にして長く遍信省に勤務し技師たりしが退職後名古屋市中匠

璽竈祠1杜櫛職となり現時は退任して家庭に在り，從七位勲五等の位勲を有

帯せり．

一　寄附者のi阻先

鳥居家は名古屋開府以來の菖家にして代々藩主徳川侯の家臣たり．而して

天文學を研究したりしは現戸主鳥居常雄より五代六代の遠州に惚れり，名

古屋市史人物編第二巻第十四天文暦数の部に記載せられたれば抄出してこ

Sに記するものなり。

　　1．L鳥　居　園　秋］

烏居圓秋，名は干之，喜源次と稻し，圓秋居士と號す．尾張侯の臣なり・

吉通の時，内謹詰となり，旗俸十石月俸二1口を賜り，後寛保四年に至り，歩

行組に簿じ，三石一口俸を加賜す．幼より天文推歩に心を潜め，大野伯友

に從ひて學ぶこと年凄）り．イ自友は井目先生a）　lir』下なり．圓秋共の傳を受け

継奥精子し頗る先入未獲の妙あり，世出藍を以て之を梅す．延享元年夏江
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　戸に祇役し，秋八月三日病を以て東武の官舎に獲す．享年五十四．江戸牛

込綱寺麟り・川鰍圓居士と灘し・叉嚇（名古屋市中匿壷白ノll田r）灘寺1・・勤

　建つ．著す二二1日新解，諸暦通解等あり．戸田人に植田喜政，川邊信一，眞

　野義敦，山中忠義，伊藤邦親，水谷集征，山田重要，鷲崎正知，片岡守興，

　岡野文賦払あり．

　　　2．し鳥　居　貞之「

　鳥居貞之，字は君享，小字は和吉，曾之右衛門と愛す．圓秋の子なり．父

　に從ぴて天文暦数を學び，頗る之に通す．延享三年俸を底ひ，寳暦三年藩

主踏面（近衛内前の室露　樹　院）の歩行・なり，灘八石肺二・を賜ふ瀬君敵

する御噛翻鳳り・明誌面旨君（九條道前の室光　樹　院）の捕となり，恥

　で病を以て辮し，三年地方目付となりて五イ．i－nを加賜す．六年藩主睦の

　生母英議院の侍となり，八年再び両君の侍目付となりて，歳一二石を加賜

　す．後公子勝長の用役並となり，歩行頭を兼ね，百五．卜俵を賜ひ，文化六

　年長圏転出番となり，勤勢久しきを以て白銀の賞あり．同年十二月八日残

　す，享年七十九，法慮寺に葬り，了諦院認証義民居士と法識す．

ll付　　　記

　　　　　　　　　　　天文分野回忌寄贈の動機

　天文分野之圃は別紙回避の如き掛軸にして，鳥居家探租陸海，貞之等の藏

　したるものにして，從來鳥居家の家寳として保存したるものなるが，現戸

　主常雄氏は永代に之を保存するの困難にして徒に之を死適す乙も何の呵す

る所なく將勅子撤は之を灘せしむ・あらん・とを鵬P姓（撫

冠響）方に之を記し何か斯騨の鶴資料・もなれ髄當の筋に寄貝曾し

たしとの申出でありたれば小生は大に共の志を喜び，途に貴山木先生の御

耳に入れ，其の御内諾を得，今日公式に二三の御二藍力’を討ひ出でたるも

　のなり．

　　　　　　以　　　上

　　　　　　　　　　　　　　　　　山　田　如　義記す


